
















































たのが、2013 年度は 2.2％となった。 
 例えば太陽光発電においては、2012 年度は出力 10kW以上、20 年間固定買取
価格が 43.2 円（以下すべて金額は税込み）であり、メガソーラーシステムが次々
に建設された。10kW未満の単独設置も、10 年間固定買取価格は 42.0 円であっ
た。これによって、2012 年度時点で約 1 兆円の市場を創出した i。しかしながら、
2015年度は10kW以上の20年間固定買取価格が29.2円（ただし7月 1日から、
6 月 30 日までは 31.3 円）、10kW未満の余剰買取は出力制御設備設置義務がない




 一方、小水力発電 11においては、2011 年度は 200kW未満・調達期間 20 年間





































 本学科環境政策コースでは、2013 年度の 3 年生、ならびに 2014 年度の 1 年生









































































































































 長井市は、本学科コース 1 年生が 2013 年度まで 3 泊 4 日のフィールドワーク
を 5 年連続で展開してきた都市である。2015 年度からは 2 年生のフィールドワ
ークを展開する学びの場である。南三陸町同様、本学科コースとは非常に関わり
の深い都市である。 
 長井市は約 20 年間におよぶ「レインボープラン」を実施している自治体であ
る。長井市は、1988 年に母体が発足した「レインボープラン推進協議会」を筆頭
に、市民の環境活動が極めて活発なソーシャルキャピタルあふれる地域である。
2014 年発足の「置賜自給圏推進機構」は 3 市 5 町の取組で、再生可能エネルギ































































































































































































 しかしながら、日本の河川や水路で最も一般的に発電可能な 1〜2kW 程度の超
マイクロ水力発電は、固定価格買取制度にはなじまない。地産地消、すなわち発
電された電力はその場で利用することが望ましいが、一方で 1〜2kW の電力は家
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